
社団法人海部津島青年会議所                   第１号議案 ［Ｎｏ．１－１］ 

総 会 御 中                     ２００７年１月２５日  

                                

２００６年度ＪＣデー実行特別会議事業報告書 

 

             ＪＣデー実行特別会議 議長 横井 隆幸 

 

１． 委員会開催日 （１５回） 

１/２３ ２/２０ ３/２０ ４/６ ４/２４ ５/１５ ６/５ ７/１０ ７/２５ 

８/８  ８/１７ ９/１２ １０/１３ １１/２９ １２/１１ 

２． 事 業 報 告 

① ＪＣデー実行特別会議の開催     １月２４日、２月２０日、３月２０日、４月２４日 

５月１５日、６月５日、７月２５日、８月１７日 

② わんぱく相撲 海部津島場所（５月例会）への参画             ５月２７日 

③ ＪＣデー（８月例会）への参画                      ８月２７日 

④ わんぱく相撲 愛知ブロック大会への参画                 ６月１８日 

⑤ 新入会員拡大の担当                            通年 

 

３． 委員会メンバー 

横井隆幸 山田 篤 

４． 反省点及び申し送り事項 

 当会議体は、ＪＣデーをＬＯＭメンバー全員で創り上げるために各委員長、副委員長を構成メ

ンバーとして会議を行ってきました。最初の頃は事業内容がまだ明確になってなく会議自体を進

めていくのに苦労しました。しかし、会議を進めていく中でどんな状況でも議長采配によって

様々な手法で会議を進めていく決断が必要だと痛感しました。また、夢の事業創造委員会とＪＣ

デー実行特別会議との関わりをもっと明確にすべきだったと反省しています。 

 ＪＣデー当日、朝早くから沢山のメンバーに参加して頂き、ハイク・人文字と最後まで問題な

く事業が行えたのは、特別会議で事業内容を「カイゼン」して、それを各委員長・副委員長がメ

ンバーに落とし込めた結果だと思っています。また、プルトップが海部津島地域の小中学生に沢

山集めて頂けた要因のひとつに、募集チラシや募集箱などをよりよいものに「カイゼン」できた

結果だと思っています。 

   全体事業では、メンバー全員に意義・目的を明確にして同じ意識をもって行うためには、今回

のような会議体の中で議論しあい、メンバーを巻き込んでいくかたちが必要だと思いました。 

 

 

５． 委 員 長 所 見 

 特別会議を通して、ＪＣデーを開催する大変さを痛感しました。また、委員長・副委員長には

大変いい経験が出来たと思います。また、今後のＪＣ活動にかならず活かすことが出来ると思い

ます。夢の事業創造委員会には大変な苦労をかけてしましたが、８回の特別会議を開催出来たこ

とに感謝します。「カイゼン」をキーワードに会議を行ってきましたが、メンバーがこの言葉を

理解したおかげで事業内容がよりよいものになったと思います。ＪＣデーを無事終えたときの感

激は忘れることができません。最終年度に、ＪＣデーに携われたことに感謝しますし、メンバー

に助けられここまで出来たと思います。本当に有難うございました。 

  



 

６． 収  支  決  算 

事業費 11,500 事業費 9,775 ① 11,500 ① 9,775

合　　計 11,500 合　　計 9,775 合　　計 11,500 合　　計 9,775

収入の部 支出の部

予　　　算 決　　　算 予　　　算 決　　　算

 


